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か」と教示し、「 0 人」「 1 人」「 2 ～ ３ 人」「 4 ～ 6 人」





































された回答者は、第 1 クラスタ15３名、第 2 クラスタ





















表 ２ 　子ども時代の地域経験の因子分析結果（主因子法 ・ プロマックス回転）









成分 1 M（逆転後） SD
おしゃべりをするのがとても好きである .8３8 ３.３３ 1.02
おしゃべりをするのはとても楽しい .8３4 ３.61 0.95
人と話をすると、気持ちがすっきりする .8３３ ３.40 0.96
自分の気持ちをわかってほしくて、人と話す .724 2.95 0.99
相手の気持ちを話してほしくて、自分のことを話す .685 ３.01 1.00
人と話をすると、その人と仲よくなれる .659 ３.52 0.89
沈黙が続くのは耐えられない .577 ３.22 1.1３
表 １ 　地域で見かける場面に関する因子分析結果（主因子法 ・ プロマックス回転）
因子 1 因子 2 因子 ３
1 ．近所の人同士がおしゃべりしている場面 .902 －.015 －.104
2 ．すれ違う際、会釈やあいさつをする人 .91３ －.0３5 －.054
３ ．家の前や通りを掃除している人 .500 .0３9 .294
7 ．散歩やジョギングをしている人 －.01３ .906 －.107
8 ．公園で遊ぶ人 －.019 .822 －.009
6 ．防犯パトロール中の人やクルマ .006 .4３7 .３29
5 ．よく掃除されたゴミ集積所 .297 .084 .42３
4 ．バザーなどの催しものや行事 －.114 －.087 .97３
因子間相関　　因子 1 .46 .45
 因子 2 .44
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ついては、主因子法 ・ バリマックス回転の因子分析を


























表 ４ 　子ども時代の地域経験と地域で見かける場面との関連（カッコ内は N）


















.041　 .162 * .187 ** .３42 ** .３04 ** .27３ ** .074 .199 **
（15３） （15３） （３08） （３08） （178） （178） （３61） （３61）
通行人の目撃
－.079　 .105 .171 ** .292 ** .227 ** .３３1 ** .1３5 * .182 **
（15３） （15３） （３08） （３08） （178） （178） （３61） （３61）
地域活動の目撃
.0３6　 .159 * .227 ** .３22 ** .278 ** .2３6 ** .226 ** .３３4 **
























2 ・ 第 4 クラスタよりも第 1 ・ 第 ３ クラスタで高かっ
た。通行人の目撃（F（３,996）=12.71, p<.001）は、第
2 ・ 第 4 クラスタよりも第 1 ・ 第 ３ クラスタで高かっ
た。地域活動の目撃（F（３,996）=３9.３0, p<.001）は、
第 1 ・ 第 ３ クラスタで最も高く、次いで第 4 クラスタ、
第 2 クラスタが最も低かった。子ども時代の深い社会
接触（F（３,996）=18.12,p<.001）は、第 2 ・ 第 4 クラス
タよりも第 1 ・ 第 ３ クラスタで高かった。子ども時代
の浅い社会接触（F（３,996）=16.10p<.001）は、第 2 ・










は、第 2 ・ 第 4 クラスタよりも第 1 ・ 第 ３ クラスタで高
かった。「地域の行事に参加する」「地元の自治体の広
報を読む」は、第 1 クラスタが最も高く、次に第 ３ ク
ラスタ、第 2 ・ 4 クラスタで低かった。「地元のお店で
食事をする」は、第 1 クラスタで最も高く、次いで第







































法による多重比較の結果、第 1 ・ 第 ３ クラスタが、第



















































は、現在 ・ 過去ともに、第 1 ・ 第 ３ クラスタで高く、
第 2 ・ 第 4 クラスタで低い傾向が示された。また、過
去と現在の地域に関する認知の相関をみると、第 1 ク
ラスタでは、両者の関連があまり見られないのに対し、











第 1 クラスタ 第 2 クラスタ 第 ３ クラスタ 第 4 クラスタ
本論文で得られた知見
子ども時代の地域経験 高い 低い 高い 低い









高い 低い 高い 低い
地域行事に参加する
地元の自治体の広報を読む 高い 低い やや高い 低い
地元の店で食事をする 高い 低い やや高い やや高い
社会的ネットワーク 高い 低い 高い 低い
会話必要度 高い 相対的に低い やや高い やや高い
髙橋ほか（
2014 ）で報告された特徴
商店街実態 あり なし あり（特に人間関係機能が多い）なし






























地域愛着 高い 低い 高い 中程度
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ことができる。堀内（1997）のノスタルジアとの関連








見かける場面と同様に、第 1 ・ 第 ３ クラスタで高く、





で第 ３ ・ 第 4 クラスタが高く、第 2 クラスタで低かっ
た。これらの結果から、第 1 クラスタは実際の地域行
事や広報誌の閲読など、地域への関与が非常に高いク






















































































Putnam, R. D.（199３）. Making democracy work.
PrincetonUniversityPress.（河田潤一（訳）哲学す
る民主主義－伝統と改革の市民的構造　NTT 出版）


























らっている層であった。第 2 ・ 第 4 クラスタのような現在の商店街機能が弱く社会的ネットワークが小
さい人々において、特に、子ども時代の地域経験と現在の地域で見かける場面の多さとの関連がみられ
やすいことが明らかとなった。
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